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JAFI2024 大会ホームページ
https://www.jafi.jp/conf/jafi2024/

大会長：清水 誠（東京大学名誉教授 東京農業大学客員教授）

大会参加費はこちらです。

日　時：2024年12月2日（月）～3日（火）
場　所：伊藤謝恩ホール（東京都文京区東京大学内）

早期登録（11月11日まで）
会員 [一般] 5,000円／[学生] 1,000円　非会員 [一般]10,000円／[学生]2,000円
後期・当日登録（11月12日から会期最終日まで）
会員 [一般] 6,000円／[学生] 2,000円　非会員 [一般]12,000円／[学生]3,000円
当日参加登録も可能ですが、原則WEB申込サイトよりお願いします。
システムでの申込を完了した上でご来場いただきますよう、運営へのご協力をお願いします。

● 一般講演（ポスターショートプレゼンテーション）
● 若手研究者情報交換会
● 一般講演（ポスター討論）

● 懇親会

● パネルディスカッション
　 司　　会：清水 　誠（東京大学名誉教授・東京農業大学客員教授）
　 パネリスト：大村 美香（朝日新聞） シンポジウム３各講演者　日本食品免疫学会各委員会委員長

総合討論

● 学会賞・産業賞授賞式、受賞講演

日本食品免疫学会
設立20周年記念学術大会（JAFI2024）

● シンポジウム1「食品免疫学を支える科学的エビデンス」
「食品との接点としての腸管免疫系の応答機構」 八村 敏志（東京大学）
「腸内細菌叢-宿主クロストークの仲介者と食事要因」 園山 　慶（北海道大学）
「腸管の宿主細胞に対する共生細菌の作用」
「食品アレルギーの予防と緩和を目指した食品免疫学」

高橋 恭子（日本大学）
好田　 正（東京農工大学）

「腸内細菌代謝産物脂肪酸によるアレルギー・炎症抑制 西山 千春（東京理科大学）
「食品由来成分による免疫代謝の制御」 田中 沙智（信州大学）
「抗菌ペプチド･αディフェンシンが制御する腸内細菌叢形成」
「感染症の制御に資する免疫学的エビデンス」

中村 公則（北海道大学）
高橋 宜聖（国立感染所研究所）

● シンポジウム3「食品免疫学に期待される社会貢献のかたち」
「食品免疫学と社会：序に代えて」 清水 　誠 （東京大学名誉教授 東京農業大学客員教授）
「免疫評価指標の検討とその社会実装」 辻 　典子（十文字学園女子大学）
「食物アレルギー治療・予防のための食品開発と社会実装」 下条 直樹（千葉大学）
「基礎研究をベースとした機能性表示食品開発」 山本 万里（農業・食品産業技術総合研究機構）
「栄養学の観点からの感染症予防と食物摂取」 武見ゆかり（女子栄養大学）

● シンポジウム2「企業視点での食品免疫学研究」

「Lactococcus lactis  strain Plasmaのサイエンス」 城内 健太（キリンホールディングス株式会社）
「Lacticaseibacillus paracasei  strain Shirota のサイエンス ～ヒト免疫に与える影響～」内藤 智昭（株式会社 ヤクルト本社）

「Lactiplantibacillus plantarum OLL2712株のサイエンス」利光 孝之（株式会社 明治）
「Lactiplantibacillus plantarum L-137 のサイエンス」 中嶋 　翼（ハウスウェルネスフーズ株式会社）

「ヒトに生息するビフィズス菌種のサイエンス」 石原沙耶花（森永乳業株式会社）


